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１．はじめに 

特別支援学校小学部･中学部学習指導要領（平成

29 年 4 月告示）及び特別支援学校高等部学習指導

要領（平成 31年 4月告示）には，知的障害者を対

象として「各教科等の内容の一部又は全部を合わせ

て指導を行う場合」に，各教科等の内容を基にした

指導内容の設定，授業時数を定めることが規定され，

これを踏まえた授業づくりの実際的な要領が求め

られている。 
これに応えるべく，授業と学習指導要領との理論

的整合を担保するツールとして「単元構想シート」

が開発された１）。これは，小学部の生活単元学習の

授業づくりの実践による試行錯誤を経て，用いる

データや様式をデジタル化し，Microsoft Excel®

による操作を可能にしたものであった。そもそも

「単元構想シート」は，授業づくりの一プロセスを

担うものであることから，「各教科等を合わせた指

導における授業づくりの要領」のフローに基づいて

使用されることが肝要である。これを表１に示した。

ここでは，６つの「要点」，９つの「手順」及びそ

れに対応する「視点・留意点等」，根拠となる資料

及び使用するツールを一覧した。このうち，「単元

構想シート」の作成は，「手順」における「③単元

全体計画の作成」「④各教科等の目標・内容（資質・

能力）との関連をチェック（構想シート）」の実施

をガイドするツールである。 
これを授業づくりで使用した教員 10名を対象と

して，アンケート調査とインタビュー調査したとこ

ろ，「単元構想シート」によって，各教科等の目標・

内容との関連に関する教員の思考が促進され，「育

成を目指す資質・能力」を踏まえた「各教科等を合

わせた指導」の授業づくりが可能となったとの実感

を得たという２）。 
しかし，ここで用いられた，「単元構想シート」

は小学部における各教科等の内容を収めており，こ

れに基づく実践及び評価は小学部に限定するもの

であった。「単元構想シート」の有用性を検証し，

この使用の普及を目指すにあたっては，中学部と高

等部における各教科の目標・内容を収めた「単元構

想シート」（それぞれ「小学部版・単元構想シート」

「中学部版・単元構想シート」「高等部版・単元構

想シート」と記す）の作成と実践，さらには検証が

必要である。 
そこで，本稿では，その端緒として，新たに開発

した中学部や高等部に対応する「単元構想シート」

について，その開発過程と内容を報告する。 
 

２.「中学部版・単元構想シート」と「高等部版単

元構想シート」の開発手順と内容及び構成 

 「中学部版・単元構想シート」と「高等部版・単

元構想シート」を開発するために，中学部と高等部

における各教科の目標・内容について，それぞれの

学習指導要領の内容をテキストデータとして作成

し，これを「小学部版・単元構想シート」に準じて， 

Microsoft Excel®による操作ができるよう設定し

た。この内容及び構成（高等部の例）を表 2に示し

た。ここでは，Microsoft Excel®のブック内に１～

26の番号を割り振ったシートを作成し，それぞれ 
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に内容を配置した。また，それぞれのシートに関わ

る出典を付記した。 
なお，「中学部版・単元構想シート」では，各教

科の目標・内容については，中学部における各教科

の目標・内容に加え，小学部における各教科の目標・

内容を加えた。高等部版・単元構想シートでは，高

等部における各教科の目標・内容に加え，小学部及

び中学部における各教科の目標・内容を加えた。こ

れらは，各学部で対象とする生徒の実態を鑑み，そ

れぞれの下学部内容を用いる可能性があったこと

によるものであり，学習指導要領総則における以下

の記述を根拠とした。 
第８節 重複障害者等に関する教育課程の取扱い 

１ 児童又は生徒の障害の状態により特に必要がある

場合には，次に示すところによるものとする。その際，

各教科，道徳科，外国語活動及び特別活動の当該各学

年より後の各学年（知的障害者である児童又は生徒に

対する教育を行う特別支援学校においては，各教科の

当該各段階より後の各段階）又は当該各学部より後の

各学部の目標の系統性や内容の関連に留意しなければ

ならない。 

（１） 各教科及び外国語活動の目標及び内容に関す

る事項の一部を取り扱わないことができること。 

（２） 各教科の各学年の目標及び内容の一部又は全

部を，当該各学年より前の各学年の目標及び内容の

一部又は全部によって，替えることができること。

また，道徳科の各学年の内容の一部又は全部を，当

該各学年より前の学年の内容の一部又は全部によっ

て，替えることができること。 

 

３．「中学部版・単元構想シート」と「高等部版・

単元構想シート」の使用と改善意見 

 岩手大学教育学部附属特別支援学校(以下，本校)

において，中学部と高等部それぞれの作業学習にお

ける単元と対象生徒を事例として，「各教科等を合

わせた指導における授業づくりの要領」のフローに

基づいて作業を実施した。これらの手順のうち，「③

単元の全体計画の作成」「④各教科等の目標・内容

（資質・能力）との関連をチェック（構想シート）」

「⑨授業についての評価，改善の話し合い（単元終

了後，学期末，年度末等）」が単元構想シートの使

用場面である。この作業の成果物である「単元構想

シート(シート番号 11)」と，「単元における個別の

指導計画（シート番号 10）」（いずれも，高等部事

例における入力操作画面）をそれぞれ図１と図２に

示した。 

 その上で，使用者から改善意見の聴取を行った。

これらについて，対応済みの内容及び今後対応予定

の内容，検討が必要な内容を問わず以下に列記した。

今後，これらに基づく修正と改善に努めたい。   

① 視認性向上に資する内容 「単元構想シートの

内容及び構成における，シートの配列順につい

ての修正が必要である」との意見があった。こ

れは，各教科等の配列順が，学習指導要領にお

ける配列順と整合させることを意味した。今後

改善予定である。 

② 既存あるいは志向する授業づくりの要領との

統合あるいは整合に資する内容 高等部では，

「単元における個別の指導計画（シート番号

10）」においては，関連する各教科等に関わる

目標や内容についての達成状況を評価でき

るよう項目を追加した。 

③ 既存あるいは志向する授業づくりの要領との

統合あるいは整合に資する内容 「単元構想シ

ート(シート番号 11)」の「評価の視点」の欄に

おける要領を定めたい。すなわち，これは本校

の観点別評価の要領を反映する意図である。そ

もそも本校の観点別評価は，「主体的な姿」の

記述とそれに基づく「知識・技能」「思考力･判

断力･表現力等」「主体的に学習に取り組む態度」

をもって分析的に評価する３）。 

④ 既存あるいは志向する授業づくりの要領との

統合あるいは整合に資する内容 中学部では，

「単元における個別の指導計画（シート番号

10）」と既存の「作業ノート」における記述内容

が重複するため，作業ノートの使用に一元化す

る。「作業ノート」とは，作業学習における生

徒の学習状況を保護者と共有するツールと

して，開発され従来使用されているものであ

る。 

⑤ 単元構想シートの使用自体に関する発展ある

いは修正内容 事前に作成した単元構想シー

トの内容を単元途中で修正する場合には見え

消しで加筆訂正することとした。 

⑥ 使用者の研修ニーズに資する内容 「単元構想

シート(シート番号 11)」の記入時には，各教科 
等の目標や内容についての予備知識の程度 

が作業時間に影響する。また，個人作業であ

れば判断の偏りが懸念される。これらについ

ては，繰り返しの使用による熟練や複数教員 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の協働による対応が期待されよう。 

４．結語 

本校では，校内研究として「単元構想シート」

を含む「各教科等を合わせた指導における授業づ

くりの要領」を用いた授業づくりをすすめている。

ここでは，校内研究会において，授業づくりに関 
する新たな議題が示されている。以下に記した

これらの要点は，本校における授業づくりを洗

練に誘うものであろう。 
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図１ 「単元構想シート(シート番号 11)」（高等部事例における入力操作画面） 

注釈：「単元構想シート（シート番号 11）」は，「各教科等を合わせた指導」における単元の概要を構想するものである。ここでは，単元のテーマ・目標・単元の構成・期間・児童

生徒一人一人の学習活動をどのようにするか等を簡潔に記入する。このために，生徒一人一人に対する「主な学習活動」を構想する際，その活動がどのような「各教科等

の内容」（各教科における資質・能力の育成）に関連しているかを確認する手順を設けている。例えば，Ａさんの「チラシ作り」という活動の中に，国語の内容が含まれて

いると授業者が判断した場合には，「国語」のセルをクリックする。すると，「教科の目標と内容：国語（小・中・高）（シート番号 14）」の画面に切り替わる。そこで，該

当する内容を選択し，その番号のセルをクリックすると，画面が「単元構想シート（シート番号 11）」に戻り，その「各教科等の内容」の空白セルに選択内容に対応した番

号が入力される。この作業を繰り返すことで，単元における「各教科等の内容」との必然的な関連を確認することができる。 
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図２ 「単元における個別の指導計画（シート番号 10）」（高等部事例における入力操作画面） 

注釈：「単元における個別の指導計画（シート番号 10）」シートは，小単元ごとの児童生徒一人一人に対する「目標（願う姿）」と，その実現に資する「支援の手立て」を個別具体

的に構想するものである。ここでは，「単元構想シート（シート番号 11）」で記した「単元の目標」と「評価の観点」に基づきつつ，児童生徒一人一人の「目標（願う姿）」，

「支援の手立て」を記入する。このために，「各教科等の内容との関連」の欄には，教科の目標と内容を表す番号（「単元構想シート（シート番号 11）」で入力済み）を転記

する。これらは，目標や支援の手立てを吟味する中で加除修正される場合もあるだろう。また，単元終了後には，「評価（実現された姿）」を入力する。ここでの叙述は，「小

単元 主な活動」において，児童生徒が発揮したり，獲得したりした資質・能力（関連した各教科における資質・能力）について明らかになるような具体的な叙述であるこ

とが望ましい。なお,「各教科等の達成状況の評価」では,関連が想定された各教科等の目標や内容について,学習場面で取り扱い,それが生徒の学びになっているのかとい

う達成状況を評価する。各教科等のセルをクリックすると評価項目（A：達成／B：概ね達成／C：改善を要する／－：未実施）が表記され,クリックするとセルに反映され

る。 
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① 各教科等を合わせた指導の本質を問う内容 

「単元構想シート(シート番号 11)」における

作業において，各教科等の目標及び内容との関

連を検討する際に，多くの関連項目を抽出する

ことができる場合がある。逆に，関連項目が少

ないと不安になり，各教科等の目標及び内容を

盛り込もうと考えることがある。 

これらについての対応は，同一である。す   

なわち，各教科等を合わせた指導における活

動内容に必要かつ必然的に含まれる内容に

ついてのみ関連づけるということである。偶

発的に関連づいた内容を取り扱うのではな

く，教育的意図をもって何を関連づけ，いか

に取り扱うのかを考えるべきであろう。 

なお，各教科等の目標及び内容の取り扱い

は，各教科等を合わせた指導に限って取り扱

われるものではなく，教育課程全体を通じて

取り扱われるものであることは念頭に置き

たい。これは，近年言われるカリキュラム・

マネジメントの視点に通ずるだろう。 

② ツールとしての「単元構想シート」を含む「各

教科等を合わせた指導における授業づくりの

要領」の使用方法を問う内容 「単元構想シー

ト」を含む「各教科等を合わせた指導における

授業づくりの要領」を用いた授業づくりには，

その作業において労力がかかることは否め

ない。このことについて，「小学部や中学部

のように単元期間（約 2週間）が短く，年間

を通して単元数が多いと，単元構想シートの

作成に追われてしまうのではないか」との懸

念が語られた。 

これらについての対応は，次の２つである。

すなわち，第一は，使用場面の選択を考える

ことである。そもそも「単元構想シート」を

含む「各教科等を合わせた指導における授業づ

くりの要領」における労力は，予め想定されて

いた。すなわち，日常の授業づくりでの使用，

いわば「普段使い」のみならず，各教科等を合

わせた指導における授業づくりの研修ツール

として，機会を定めて使用することも提案され

ている４）。本校における使用がモデルケースと

なり，使用場面について何らかの方向性が示さ

れることになろう。第二は，単元期間や単元数

を再検討することである。これらは，単元目標

の実現に資する最適量が選定されるべきであ

る。それ故，「単元構想シート」を含む「各教

科等を合わせた指導における授業づくりの要

領」を普段使いできることを目指して選定する

ことが本末転倒であることは言うまでもない。 
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